
　11月7日から9日にかけて、パラオ共和国から、オビアン・I・チャールズ大臣（公共基盤・産

業・商業省）をはじめとする同国のインフラを担う8名の方々が、日本政府関係者とともに来島

しました。太平洋に浮かぶ島国であるパラオでは、エネルギー価格の高騰や新しい産業の育成

が課題となっており、久米島の海洋深層水複合利用「久米島モデル」導入への関心が高まって

います。これを受け、今回の来島はJICA（独立行政法人 国際協力機構）の招へい事業として実

施されました。

　沖縄県海洋深層水研究

所や関連企業・団体視察

の他、久米島町役場にも

表敬訪問があり、桃原町

長と、久米島モデルや島

しょの持続可能性などに

ついて様々な意見が交わ

されました。

　また、現在海洋深層水利

用産業について学習してい

る仲里小学校5年生が交流会

を企画し、エイサーの披露

と海洋深層水クイズ大会を

してくれました。オビアン

大臣からは「とても楽しく

て賢い5年生と交流できて嬉

しく思います」との感謝の

言葉がありました。

　11月６日、東京時事通信ホールで行われた、プラチナ大賞最終審査発表会で海洋深層水を活用したエネ

ルギー・食糧・水を供給する取組「久米島モデル」づくりについて発表を行い、最優秀賞「海洋イノベー

ション賞」を受賞しました。

　プラチナ大賞とは、イノベーションによる新産業の創出やアイディア溢れる方策などにより社会や地域

の課題を解決している企業や自治体などの取組に対し贈られる賞です。

　令和５年11月９日、美崎小学校（５・６年生、17名）

と波多津小学校（４年生、15名）の交流授業が行われま

した。

　海洋深層水を活用した海洋温度差発電の繋がりを契機

に、久米島町と佐賀県伊万里市、佐賀大学において「海

洋温度差発電の研究開発及び利活用並びに地域交流の推

進に関する連携協定」を平成28年７月に締結し、同年度

から交流授業が始まり，今年で7回目となります。

　交流授業はWeb会議形式で行われ、海洋温度差発電に

関する講和や両校の学校及び名産品、恒例行事等の紹

介、両地域の方言や特別な授業、給食メニュー、出身有

名人といった質問・回答が行われました。

　交流授業を終えた吉永　奈緒(よしなが　なお)さんの感想

　「佐賀大学の先生の話を聞いたり、お互いの学校・地域

紹介をしました。質問を考えるのは難しかったです。シ

シリアンライスという珍しい給食が知れ、食べてみたい

と思いました。他の県の人と交流できて良かったです。

中学校に行ったら佐賀交流が楽しみです。」
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